第５６回　京都句会 ＭＥＭＯ　　　　　　　　　　  2017/11/07（火）
吟行地  京都御苑・京都迎賓館
句会場　　　　御苑内　拾翠亭
１２：３０～１６：００
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔指導〕  河原地 英武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔参加者〕　　 　　12名
暦の上では立冬。とはいうものの、最高気温は２２℃まで上がっていたようで、暑い日となりました。今日、特筆すべきは、京都迎賓館を見学できたことでしょう！ 日本の英知を集めたといいますか、日本人に生まれたことを喜べる場所といいますか・・・とにかく、最高のものを目にすることができました。
個人的には、ここまで極めたものを簡単に詠もうというのは無理という言い訳をしながら、見ることに専念していました。句会場も御苑の拾翠亭で、とても素晴らしい一日となりました。
【 定例句会 】
河原地さんの選句
今日は６０句の投句でしたので、普段より多めの１０句選となりました。
海原に金波敷き詰め神の旅　　　　　　俊雄　

秋雨の止みて湖西に白き雲　　　　　　秋麦
すすき野の夕日身を透くおもひかな　　俊雄
ハロウィンの魔女地下鉄を乗り継いで　悦枝
雁のこゑ灯して暗き武家屋敷　　　　　俊雄
日の高きうちより酔うて村祭り　　　　範子
秋霖や金字褪せたる英詩集　　　　　　万里子
草履吊る行者の宿や吾亦紅　　　　　　惠光

秋風や城の名残の石二つ　　　　　　　範子
【特選】稲架の竹回して反りを整ふる　　　　　哲半
海原に金波敷き詰め神の旅　＜神の旅＞＜神の留守＞、この辺りは、比較的取り合わせの句として詠まれることが多いと思うのですが、この句の場合は、まさしく神様がわたってゆく海を、正面から見据えて作った句だと思っていただきました。
秋雨の止みて湖西に白き雲　私は、どちらかといいますと湖東の方に住んでおりますが、湖西の感じがよく表れているように思いました。微妙なニュアンスで、なかなか伝え難いところでもありますが・・・　白い雲がぽっかりと浮いて、ちょっと寂しいとでもいいましょうか。冬近くになる湖西ってこんな感じですよね。
すすき野の夕日身を透くおもひかな　これは、とっても淋しい気がしたんです。自分の体が、夕日に段々と透明になってゆく・・・　一体、どういう方なんだろうと思いましたが、しみじみと作者の心象風景が伝わってくるように思いました。飯田龍太に露の土踏んで脚透くおもひありという句がありますが、確か、娘が亡くなって土葬する時を詠んだものだったと思います。「透く」という言葉は、とても大きなショックとかが込められたものではないかと思いました。
ハロウィンの魔女地下鉄を乗り継いで　結構、点の入っていた句だったと思いますが、可愛くてお洒落な句だと思いました。宮崎アニメに出てきそうな気もしますよね。（英武）
ハロウィンの賑わいがよく表れていると思いました。魔女は普通、空を飛んでくるのでしょうが、この句は地下鉄とのこと。しかも「乗り継いで」きたというのが面白いと思いました。（佳子）
雁のこゑ灯して暗き武家屋敷　今日、一番選の多く入った句でした。
「灯して暗き」私は、なかなか思いつかない表現だ！ と思っていましたが、河原地さんのお話では、ご自身の句で「昼を灯して」などと作られたこともあり、措辞としては意外とあるそうです。ただ、おっしゃるには、この表現を使うと、上五に何を持ってくるかが大事ではないかということで・・・（哲半）
「雁のこゑ」これを持ってこられましたか！ これでもって決まったなと思いました。中七・下五に負けない季語をよく見つけられましたね。（英武）
日の高きうちより酔うて村祭り　字面も綺麗ですし、本当にのどかな気持ちのいい句だと思います。ひらがなの多いところも明るさがあって良いと思いました。（英武）
秋霖や金字褪せたる英詩集　多分、この英詩集は読まない詩集なんだろうな～　いえ、こう言いますと何ですが、本当に読むときは安いペーパーパックのを買うんですよ。金字っていうのはハードカバーのもので、飾っておく用ではないかと想像しました。私も見栄でそういうのを買ったことがありますしね。それで、その金字が段々と色褪せてくるのが、如何にも＜秋霖＞と合っているなと思いました。　
　　　
草履吊る行者の宿や吾亦紅　吾亦紅も印象的ですし、静かな行者の宿だと思いました。「草履吊る」なんてところも古風な感じでいいですよね。
　　　　　

秋風や城の名残の石二つ　私は、名残に石が二つしかないんだと思って、妙に伝わってくるものがあると感じました。元は立派なお城だったんでしょうけれど・・・ 信長の城かな？ 信長の城は徹底的に壊されたでしょ？ （英武）
作者は、佐和山とのこと。石田三成の立派な城があった所です。戦の末、彦根城の築材に利用されたあとは、徹底的に破城されたそうです。子供の頃には、遊び場として土器などを発見した覚えがあります。（哲半）
稲架の竹回して反りを整ふる　実際に見てなくては作れない句ですね。そして、多分、竹を回している人も殆ど無意識でやっているような、慣れた手つきでやっているんだと思うんです。そういうところを見逃さなかった。句の作り方も素直で、上手く作ってやろうという気負いがないところが良いと思いました。
＊＊＊＊＊＊＊

名月や眠らぬ街を照らしけり　必ずしもいけない訳ではありませんが、作者は、切れ字が二つあることを分かっていながら、そのことを指摘されるのも承知の上で詠まれたのかが気になりました。（英武）
地芝居の子ら全員に大向かふ　子供たちに掛け声が飛んだことを詠まれましたが、本来、劇場の客席の場所を指す言葉「大向う」だけで良いか？ が話題になりました。そこから転じて、掛け声を掛ける客という意味合いもあるようですが、伝わりにくいかもしれません。
「大向かふ」は、名詞なので「大向かう」とのことでしたが、手元の辞書には、名詞としてオホムカフ・オホムカウの両方が載っていました。（哲半）
稲刈の十方へ散る虫の影　影が必要ないというコメントをいただきました。たとえば、稲刈の十方へ虫散りにけり でよいと。
「わざわざ影を詠まずに、見たそのもので素直に詠んだ方がいい」「ありきたりになるから、作者はちょっと捻って詠んだんじゃないかな」などと、コメントをいただきました。句会では、支離滅裂になってしまいましたが、今一度、振り返ってみると、突然に棲み処を追い出される虫たちの哀れさが「虫の影」で余韻をもって表せたのではないかと思っています。十方としたのも、八方では虫が逃げた写生にとどまり、十方世界（仏教用語ではありますが）を意識することで、人も虫たちも等しく自然の中で営んでいることが詠めたのでは？ と思っています。（哲半）
焼きすぎた今朝のトースト台風来　作者のイメージでは、トーストと文語が合わないという思いがあって、このように詠まれたそうですが、文語で詠んで欲しいとのことでした。たとえば、焼きすぎの今朝のトースト台風来などで思いが伝わりませんか？ というコメントでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊＊＊＊＊＊＊

＜ 今日の一句 ＞

日の高きうちより酔うて村祭り　　　　範子
ハロウィンの魔女地下鉄を乗り継いで　悦枝

碧眼の托鉢僧や秋長くる　　　　　　　英子

色変へぬ松の横枝大蛇めく　　　　　　ゆうこ

草履吊る行者の宿や吾亦紅　　　　　　惠光

雁のこゑ灯して暗き武家屋敷　　　　　俊雄

秋霖や金字褪せたる英詩集　　　　　　万里子

朝しぐれのつぺり白き茹卵　　　　　　忽布

秋雨の止みて湖西に白き雲　　　　　　秋麦

彷徨へる無人飛行機後の月　　　　　　徒歩

稲架の竹回して反りを整ふる　　　　　哲半

水音の迅き山の辺大豆干す　　　　　　佳子

句会ＭＥＭＯの句は、ネット上にアップされています。毎月、作者にお断りしておりませんので、他に投句するつもりでおられる方など、ご都合の悪い方は、勝手言いますがメールにてお知らせください。早急の削除ということで対応させていただきます。
ご意見等がありましたら、よろしくお願いいたします。　ぺこり
